
グループ名 学年 組 名前 ポスタータイトル ポスター番号 発表回

学びの技 9 筑波 歌川　喜矢 公立中学校に給食は必要なのか 1 A 青

地学・天文 10 吉野 滝沢　健太郎 火山噴火による気候変動で地球温暖化は止められるのか 2 C 緑

学びの技 9 筑波 上田　海翔 ミネラルウォーターは身体に良いのか 3 B 赤

学びの技 9 穂高 西牧　美澪 オリンピック開催国はメダル獲得に有利か 4 C 緑

サンゴ研究 11 白馬 吉田　千笑 奈良池の水質調査 5 A 青

物理 11 伊吹 二宮　瞳子 河川の研究～水路の作製～ 6 B 赤

模擬国連 11 鹿野 ヴェムリ　ハルシュワルダン　ヴィジェイ 会議の成果　その２ 7 C 緑

模擬国連 10 雲仙 後藤　サラ 会議の成果　その２ 7 C 緑

学びの技 9 生駒 谷口　美帆 地球温暖化に効果的な対策は温室効果ガス削減だけか 8 A 青

ヨーロピアンスタディーズ 10 金剛 林　杏音 １９４０年代のユダヤ人迫害と現代におけるユダ人差別の違いについて 9 B 赤

物理 11 伊吹 中山　敬太 交通信号機の新システム開発 10 C 緑

化学 11 鈴鹿 秋元　美羽 炎色反応による中間色の作成 11 B 赤

化学 11 蓼科 上野　真理 炎色反応による中間色の作成 11 B 赤

化学 11 鈴鹿 辻村　みちる 炎色反応による中間色の作成 11 B 赤

地学・天文 11 伊吹 平山　文亀 人類は火星に住み続けることができるか 12 A 青

ヨーロピアンスタディーズ 10 若草 松本　怜子 アウシュビッツ強制収容所の人々の心理状態 13 C 緑

情報工学 11 鈴鹿 野田　基 機械学習を用いた自動運転バスの開発 14 B 赤



グループ名 学年 組 名前 ポスタータイトル ポスター番号 発表回

地学・天文 10 那智 黒澤　啓大 流星群の流れる方向が決まっているのはなぜか 15 A 青

アフリカンスタディーズ 11 伊吹 青木　春果 不法居住者の教育環境 16 C 緑

物理 10 吉野 長谷川　想 テンセグリティ構造の強度に関する研究 17 A 青

物理 11 鈴鹿 坂下　万優架 波力発電の効率化を目指す研究 18 B 赤

学びの技 9 三笠 依田　さくらスカイ 陸上短距離競技において黒人の身体能力が優れているのは本当か 19 A 青

化学 10 金剛 江夏　帆波 ふわふわなケーキを作る方法 20 C 緑

脳科学 10 金剛 甲矢　桃子 作業効率と色の関係 21 B 赤

アフリカンスタディーズ 10 飛鳥 藤森　麻友 なぜ貧困は何世代にも渡り続いているのか 22 A 青

物理 10 若草 村上　爽 和弓における引力と引いた長さの関係 23 C 緑

模擬国連 11 伊吹 竹野　夏奈 イスラム協力機構 24 B 赤

模擬国連 11 白馬 鈴木　詩織 イスラム協力機構 24 B 赤

サンゴ研究 11 白馬 村松　澄香 イソギンチャクと褐虫藻の関係 25 A 青

脳科学 9 生駒 髙橋　李果 調理実習体験の有無と２カ月後の記憶の関係 26 C 緑

ラウンドスクエア 11 鹿野 北見　藍子 Round Square International Conference 2019 in Canada 27 B 赤

ラウンドスクエア 10 金剛 北本　真悠 Round Square International Conference 2019 in Canada 27 B 赤

ラウンドスクエア 11 伊吹 中山　敬太 Round Square International Conference 2019 in Canada 27 B 赤

ラウンドスクエア 11 天城 矢沢　あすか Round Square International Conference 2019 in Canada 27 B 赤

ラウンドスクエア 10 金剛 江夏　帆波 Round Square International Conference 2019 in Canada 27 B 赤

アフリカンスタディーズ 10 若草 武田　侑友梨 今なお存在する人種問題 28 A 青



グループ名 学年 組 名前 ポスタータイトル ポスター番号 発表回

模擬国連 10 金剛 甲斐　聖基 会議の成果　その１ 29 C 緑

模擬国連 10 那智 小倉　優希 会議の成果　その１ 29 C 緑

模擬国連 10 金剛 北本　真悠 会議の成果　その１ 29 C 緑

模擬国連 10 那智 髙橋　心優 会議の成果　その１ 29 C 緑

言語 10 若草 萎澤　翼瑳 独学と教わることの違いについて 30 B 赤

心理 11 白馬 鈴木　詩織 スマートフォンとコミュニケーションの関係 31 A 青

アフリカンスタディーズ 11 天城 西村　香野 アフリカの貧困問題 32 C 緑

サイエンスクラブ(情報技術) 9 筑波 西岡　英光 特徴点抽出を利用した文字認識の研究 33 B 赤

物理 11 木曽 飯尾　一斗 衝突球の原理の研究 34 A 青

物理 9 筑波 浅倉　ゆい 転がり摩擦力と速度の関係 35 C 緑

アフリカンスタディーズ 11 蓼科 窪嶋　愛 食料問題の解決策 36 B 赤

化学 11 鹿野 北見　藍子 茶種の違いによる効能評価 37 A 青

生物 11 白馬 大貫　萌音 植物と音波の関係性　～高音下における植物の生長～ 38 C 緑

ヨーロピアンスタディーズ 10 金剛 吉村　遥海 なぜユダヤ人の迫害は終わらないのか 39 B 赤

言語 10 金剛 早川　ひなの 早期英語教育が目指しているものは何か 40 C 緑

学びの技 9 三笠 五十嵐　春仁 漫画を勉強に活用することは可能か 41 A 青

サンゴ研究 11 伊吹 田村　杏 イソギンチャクの接着面の大きさは変わるのか 42 B 赤



グループ名 学年 組 名前 ポスタータイトル ポスター番号 発表回

模擬国連 10 浅間 栗原　実佑 トルクメニスタン大使 43 C 緑

模擬国連 10 金剛 古森　恵美子 トルクメニスタン大使 43 C 緑

模擬国連 10 若草 後藤　妃奈乃 トルクメニスタン大使 43 C 緑

物理 10 那智 八重田　優 背泳ぎのローリングの効率が良いかき方について 44 A 青

心理 11 伊吹 大谷　理歩 良い同調と悪い同調の関係 45 B 赤

サンゴ研究 10 金剛 金田　果子 セイタカイソギンチャクの培養 46 C 緑

サンゴ研究 10 金剛 砂塚　茉子 セイタカイソギンチャクの培養 46 C 緑

アフリカンスタディーズ 11 伊吹 野崎　新 南アフリカの教育と環境において日本にできることは何か 47 A 青

ヨーロピアンスタディーズ 11 鹿野 高安　春菜 ナチスドイツによるユダヤ人迫害の起源 48 B 赤

ヨーロピアンスタディーズ 11 蓼科 池田　怜美 ナチスドイツによるユダヤ人迫害の起源 48 B 赤

サンゴ研究 10 那智 平井　亮太 水槽の光合成量の測定 49 C 緑

生物 10 金剛 高木　伽奈乃 異なる光質環境下で生育したシソの生体変化 50 A 青

生物 10 金剛 高橋　碧波 異なる光質環境下で生育したシソの生体変化 50 A 青

脳科学 10 金剛 池田　百音 ゲーム中の脳波とゲームスコアの関係 51 B 赤

学びの技 9 生駒 反田　菜々子 人が落ち着く色は皆同じなのか 52 A 青

サンゴ研究 10 若草 泰地　涼馬 コケの増殖 53 B 赤

学びの技 9 生駒 中川　賀絵 人工知能は人間と共存できるか 54 C 緑

化学 11 天城 花村　佳緒 塩基性条件下のアントシアニンの変色原因を探る 55 A 青



グループ名 学年 組 名前 ポスタータイトル ポスター番号 発表回

ヨーロピアンスタディーズ 10 若草 田中　萌絵 身近な人権と労働問題 56 B 赤

ヨーロピアンスタディーズ 10 若草 武田　侑友梨 身近な人権と労働問題 56 B 赤

脳科学 10 吉野 柳　和輝 音楽と記憶力の関係 57 C 緑

心理 11 伊吹 川口　明日菜 同調圧力に圧しない人の特徴の研究 58 A 青

国際関係 11 鹿野 ヴェムリ　ハルシュワルダン　ヴィジェイ 石油価格価格から見るサウジアラビアとイランの関係 59 B 赤

アフリカンスタディーズ 11 富士 嶋田　渓吾 日本のODA（政府開発援助）はアフリカでの貧困の解決につながるか60 C 緑

脳科学 10 浅間 伊藤　凪紗 人の心理に及ぼす言葉の影響 61 A 青

化学 10 金剛 菊岡　彩 柑橘系果物の薄皮剥皮効果 62 B 赤

学びの技 9 三笠 髙野　ひかる プラスチック製品の使用を減らすべきか 63 C 緑

ヨーロピアンスタディーズ 9 筑波 水木　亨 ヨーロッパの人権の捉え方と現在の人権に対する働き 64 A 青

アフリカンスタディーズ 11 蓼科 飯田　多惟 ケープタウンから水が消える？ 65 B 赤

化学 10 雲仙 梅園　紗也夏 マイクロカプセルの耐久性 66 C 緑

ヨーロピアンスタディーズ 10 雲仙 髙橋　采生 日本の難民受け入れ態勢について 67 A 青

地学・天文 10 浅間 小島　碧連 日本はレアアースを採取できれば資源国家になるのか 68 B 赤



グループ名 学年 組 名前 ポスタータイトル ポスター番号 発表回

化学 10 金剛 吉村　遥海 保存料が食品に与える効果　～食品に含まれるソルビン酸の定量 69 C 緑

アフリカンスタディーズ 11 伊吹 竹野　夏奈 南アフリカから学ぶ人々が考えるべきこと 70 A 青

ヨーロピアンスタディーズ 11 鹿野 森島　里咲 21世紀におけるユダヤ人差別 71 B 赤

ヨーロピアンスタディーズ 11 鈴鹿 藤岡　愛里 21世紀におけるユダヤ人差別 71 B 赤

物理 10 那智 一杉　琥太郎 河川堤防に使用する土の違いにおける浸透の様子の実験 72 C 緑

アフリカンスタディーズ 11 富士 杉本　莉彩 国際協力 73 A 青

サイエンスクラブ(化学) 9 三笠 平野　悠 レタスの茎はなぜ赤くなるのか？ 74 C 緑

生物 11 木曽 小野　朱音 シロイヌナズナにおける環境応答 75 B 赤

学びの技 9 秩父 林　夏希 放射線は人にいい影響を与えるのか 76 C 緑

サンゴ研究 11 天城 矢沢　あすか 海の酸性化が海洋生物に与える影響～サンゴの環境変化への適応力～ 77 A 青

脳科学 10 金剛 木下　紗永子 集中力が持続する環境での脳の働きについて～脳波を用いた研究～ 78 B 赤

ヨーロピアンスタディーズ 11 木曽 椙田　さくら 紛争地域における「公正」とは何か？ 79 C 緑

ロボット工学 10 若草 堤　優登 EV３を用いたレゴロボット研究 80 A 青

アフリカンスタディーズ 12 大雪 浅見　姫花 不法居住地に暮らす子ども達 81 B 赤



グループ名 学年 組 名前 ポスタータイトル ポスター番号 発表回

アフリカンスタディーズ 11 伊吹 平山　文亀 南アフリカにおける支援の限度について 82 C 緑

模擬国連 10 金剛 佐々木　花心 会議の論点解説 83 A 青

模擬国連 11 鹿野 佐藤　七夏 会議の論点解説 83 A 青

模擬国連 10 金剛 大場　優貴子 会議の論点解説 83 A 青

サンゴ研究 11 天城 小栁　憲矢 海水のpHの変化がイソギンチャクに与える影響84 B 赤

物理 9 筑波 歌川　喜矢 スピーカーと音波の関係 85 C 緑

生物 11 木曽 土屋　萌恵 塩ストレスによるブラッダー細胞の活性化 86 B 赤

学びの技 9 穂高 吉澤　琴乃 待機児童問題は解決できるのか 87 A 青

模擬国連 11 蓼科 中尾　咲希 イラク戦争後の平和構築 88 C 緑

模擬国連 11 鹿野 長昌　那々子 イラク戦争後の平和構築 88 C 緑

模擬国連 11 鹿野 北見　藍子 イラク戦争後の平和構築 88 C 緑

模擬国連 11 鈴鹿 永岡  舞琳 イラクという国家 89 B 赤

模擬国連 11 鹿野 森内　莉花 イラクという国家 89 B 赤

模擬国連 11 蓼科 鈴木　香 イラクという国家 89 B 赤

アフリカンスタディーズ 12 石狩 渋谷　有加 南アフリカの福祉の現状-障害者 90 A 青

ヨーロピアンスタディーズ 9 筑波 北村　春花 日本は、受け入れた難民に対してどのような対応をするべきか 91 C 緑

生物 10 那智 石黒　達也 噴霧水耕栽培におけるシステムの検討と確立 92 B 赤

生物 11 鹿野 木原　健晴 噴霧水耕栽培におけるシステムの検討と確立 92 B 赤

生物 11 伊吹 西村　悠 噴霧水耕栽培におけるシステムの検討と確立 92 B 赤

生物 11 白馬 藤田　琳太郎 噴霧水耕栽培におけるシステムの検討と確立 92 B 赤

アフリカンスタディーズ 11 富士 菅谷　雄大 経済格差 93 A 青

ヨーロピアンスタディーズ 11 蓼科 小林　萌恵 国際赤十字からみる戦争と課題 94 C 緑

脳科学 11 天城 生田　野乃歩 音楽と味覚による多感覚知覚の研究 95 B 赤



グループ名 学年 組 名前 ポスタータイトル ポスター番号 発表回

物理 10 吉野 赤間　弦 水圧による推進力への影響の研究 96 A 青

化学 11 蓼科 飯村　心音 透明な飲み物の作製方法 97 C 緑

アフリカンスタディーズ 11 天城 花村　佳緒 貧困と教育 98 B 赤

化学 10 雲仙 大場　はな フッ素の効果と虫歯と酸の関係～卵の殻を代用としたフッ素の効果を確かめる実験～ 99 A 青

化学 10 若草 武田　侑友梨 ワサビの抗菌効果 100 C 緑

脳科学 10 金剛 鈴木　晴大 計算課題の遂行に及ぼす音楽の影響 101 B 赤

生物 11 木曽 椙田　さくら ティランジアの葉面吸収について 102 A 青

模擬国連 11 天城 荒井　碧 模擬国連とは何か 103 A 青

ヨーロピアンスタディーズ 10 浅間 續麻　瑛子 国連人権理事会は中国のウイグル族の人権問題についてどう対処すべきか 104 B 赤

脳科学 9 筑波 小関　愛理 勉強の復習とストレスの関係 105 C 緑

地学・天文 10 吉野 宮田　悟志 星の限界等級 106 C 緑

化学 11 木曽 米田　健 次世代型太陽電池の発電効率を上げるには 107 B 赤

サンゴ研究 11 木曽 齋藤　碧 造礁サンゴの白化メカニズム～サンゴ、共生藻、細菌類の関係に着目して～ 108 A 青

アフリカンスタディーズ 11 天城 荒井　碧 現地訪問による現状と国際協力体制 109 C 緑



グループ名 学年 組 名前 ポスタータイトル ポスター番号 発表回

物理 11 天城 荒井　碧 微粒子が及ぼす太陽光スペクトルへの影響 110 B 赤

ロボット工学 10 若草 岩本　光耀 EV４を用いたレゴロボット研究 111 A 青

学びの技 9 筑波 吉田　悠莉 日本の貧困をくいとめることで犯罪は減少するのか 112 C 緑

学びの技 9 穂高 西村　亮 色覚異常の人が不便のない生活を送ることは可能か 113 A 青

脳科学 11 蓼科 若林　妃奈子 文字フォントと色による印象変化 114 C 緑

学びの技 9 筑波 北村　春花 地球温暖化は発展途上国の貧困を促進しているのか 115 B 赤

ヨーロピアンスタディーズ 11 天城 黒田　晶太 現代の移民問題 ―ドイツから考える― 116 A 青

学びの技 9 秩父 鈴木　彩心 臓器提供意思表示カードへの記入を政府は義務付けるべきか 117 C 緑

物理 11 伊吹 辻　亜輝洋 指向性スピーカーを用いた装置の開発 118 B 赤

アフリカンスタディーズ 11 鈴鹿 猪俣　結衣 貧困家庭におかされる子供たちにとっての平等な教育とは 119 A 青

物理 11 蓼科 柴田　蔵人 テニスラケットに装着する振動止めの効果 120 B 赤

アフリカンスタディーズ 11 鈴鹿 辻村　みちる 本当の南アフリカを伝えるには 121 C 緑

化学 11 白馬 古川　モア奈 おいしい昆布だしをとる方法 122 A 青

ヨーロピアンスタディーズ 10 金剛 髙橋　碧波 なぜナチスドイツは勢力を拡大できたのか 123 C 緑



グループ名 学年 組 名前 ポスタータイトル ポスター番号 発表回

アフリカンスタディーズ 11 富士 髙橋　紀広 教育 124 B 赤

学びの技 9 秩父 佐野　亜也子 認知症の進行、改善は食に関係しているのか 125 A 青

ヨーロピアンスタディーズ 9 筑波 檜垣　慶 国際赤十字の課題 126 B 赤

地学・天文 10 若草 渡辺　陸羽 過酷な惑星を地球に似せるにはどうすればよいか 127 C 緑

化学 11 伊吹 山本　萌絵 調理による食品中鉄含有量の変化 128 A 青

サンゴ研究 11 白馬 寺田　拓海 イソギンチャクの白化に関する研究 129 B 赤

模擬国連 10 雲仙 五嶋　心菜 模擬国連でのスピーチの役割 130 A 青

模擬国連 10 吉野 山中　若葉 模擬国連でのスピーチの役割 130 A 青

模擬国連 10 吉野 竹内　菜々美 模擬国連でのスピーチの役割 130 A 青

生物 10 金剛 林　杏音 養液栽培リーフレタスに及ぼす栄養濃度の影響 131 A 青

生物 10 吉野 渡辺　七海 養液栽培リーフレタスに及ぼす栄養濃度の影響 131 A 青

化学 10 若草 田中　萌絵 ヨウ素溶液を用いた正確なビタミンCの測定方法 132 C 緑

物理 11 鈴鹿 岡田　崇靖 室内における無人航空機自律制御 133 B 赤

物理 10 那智 佐藤　響 水の中の音の研究 134 A 青

模擬国連 11 天城 矢沢　あすか アメリカ大使 135 C 緑

脳科学 10 吉野 吉田　柊 好き嫌いと記憶力 136 B 赤



グループ名 学年 組 名前 ポスタータイトル ポスター番号 発表回

ワールド・スタディーズ 12 石狩 池田　桃子 人権-女性の社会進出の現状 137 黄

自由研究 138 黄

自由研究 139 黄

自由研究 140 黄

自由研究 141 黄

自由研究 142 黄

自由研究 143 黄

自由研究 144 黄

自由研究 145 黄

自由研究 146 黄

自由研究 147 黄

人文科学(英語/国語)①

人文科学(英語/国語)②

社会科学(地歴公民)①

社会科学(地歴公民)②

理学工学(数学/情報)①

理学工学(数学/情報)②

教育(体育)①

教育(体育)②

芸術(音楽/美術)①

芸術(音楽/美術)②


